
みんなの庭

エントランス庭

運動場

プール庭

乳児の庭子どもの畑
ぼうけんの森

遊具の庭

屋上庭園

サービス庭

工場

幼児
遊戯室

プール庭

職員室運動場

みんなの庭

1歳

預かり室

ランチ
ルーム

0歳
乳児
プレイ
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調理室
エントランス

庭
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5歳

エントランス

おやまっこ
広場

職員室

中庭

職員室

1
023

4

5

幼児
遊戯室

1
023
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幼児
遊戯室

乳児
プレイルーム

中庭
中庭

職員室

乳児
おやまっこ広場

幼児

子どもの成長段階や活動に合わせて
複数の庭をつくります。活動的な遊
びをする運動場、安全な水遊びがで
きるプール庭、静かで落ち着いた乳
児の庭、まちの人も使える庭など

3

2

活動に対応する自由な屋根

子どもを守る安全な中庭

敷地におおらかに広がる、平屋の保育所を提案します。屋根には穴を設け、
内庭をつくり、建物のまわりにも外庭を配置します。各部屋は庭とつながり
内外が一体となった計画です。

ままだ子どもの庭ほいくえん

職員室を園の中心に配置し、全体が見
渡せることで、死角をつくらない安全
なプランです。それにより見守りの充
実が図れます。職員室はエントランス
に近接し、子どもがどこにいても活動
がみえる、視認性の高い計画です。

大きな庇は、日差しをカットし、居心
地の良い空間をつくります。

中外をつなぐ
軒下空間5 子どもの成長段階に

合わせた庭
見通しの良いプラン 明快な

セキュリティライン

子どもを守る安全な中庭

活動に対応する自由な屋根

庭と連続する平屋

安全で守られた中庭を設けます。幼児と乳児はそれぞれ庭を中心にまとまりを
つくります。成長段階の異なる2つのまとまりを明確に分けます。

エントランスの東西で利用者範囲を
分ける、明快なセキュリティゾーニ
ングです。地域開放のエリアを限定
し、保育の場と明確に分けます。
安全な地域開放が可能で、管理のし
やすい計画です。

幼児と乳児の間に、みんなで集まれる
広場を提案します。園の中心となる場
で、合同保育の場となります。

幼児と乳児をつなぐ
「おやまっこ広場」

エントランスから「おやまっこ広場」をみた様子です。広場の両側には、2つの
中庭があり、明るくおおらかな空間です。子どもにとって心地よい居場所とな
るように、やまコーナー、音楽コーナー、えほんコーナー、かんさつコーナー
などいろいろな居場所をつくります。

提案課題：①子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間 / ②地域に開かれた子育て支援施設 / ③保育士等職員が働きやすい環境設備 / ④地球環境への配慮 / ⑤実施手順及び工程計画(設計プロセス)

保育に最適な部屋と庭の空間関係をつくり、それに自由な形の屋根をかけた建築です。
どんな空間関係も可能な、フレキシブルな造形です。

関係性が限定される 最適な機能配置ができる
四角 自由なカーブ

幼児保育室 乳児保育室

おやまっこ広場

やまコーナー

音楽コーナー

えほん
コーナー

4歳児

5歳児

3歳児 2歳児幼児
乳児1歳児

0歳児

職員室

セキュリティ
ライン

(西側)保育士・子どもたちのみ
保育室、おやまっこ広場、職員室等

(東側)保護者、所外の人も利用する
エントランス、調理室等
遊戯室、会議室 ※貸出を行う場合

1

中庭

中庭

かんさつコーナー

中庭

中庭

幼児遊戯室

乳児
プレイルーム

提案課題①② 提案課題①②
6 7

提案課題①③
8

提案課題②③

提案課題①

提案課題①

提案課題①

提案課題①

4

様々な使い方ができる庭を計画します。

雨天時でも屋外活動が行える全天候型
の軒下です。軒下には、ベンチや縁側
が設けられ、子どもの活動の場やまち
の人との交流の場となります。



保育室
縁側 運動場

おやまっこ広場

調乳

エントランス

教材庫

消火ポンプ室

木浴
調乳

沐浴

用品庫

運動場

プール庭

みんなの庭

ぼうけんの森

エントランス庭

遊具の庭

子どもの畑

サービス庭

乳児の庭

キュービクル

発電機
ス
テ
I
ジ

アレル
ギー用
調理
個室 検収室

食品庫前室

更衣室

医務コーナー 資料室

倉庫
楽屋

えほんコーナー

多目的
トイレ

手洗い
足洗い

手
洗
い

足
洗
い

足洗い

やまコーナー

水
飲
み
場

防災備
蓄倉庫

音楽コーナー

たたみ
コーナー

砂場

鉄棒

ジャング
ルジム

たたみ
コーナー

思いやり
駐車スペースx2

乳児室
(0歳児)

ほふく室
(1歳児)

乳児
プレイルーム

相談室
会議室

職員
休憩室幼児遊戯室

保育室
(3歳児)

保育室
(4歳児)

保育室
(5歳児)

倉庫

一時預かり室

ランチ
ルーム

更衣室

職員
トイレ

保育室
(2歳児)

職員室

ゴミ
集積場

車寄せ

身体障害者用
駐車場
x2 駐輪場x10

調理室

駐車場 計50台

足洗い

足洗い

足
洗
い

▽セキュリティライン

まど
ぐち

かんさつ
コーナー

砂場

砂場

森のほこら

N

職員用
通用口

搬入口

インターフォン+防犯カメラ
電子錠

幹線道路との緩衝帯

地域の人も利用できる
公園のような庭

全天候型の広い軒下

樹木によって
日影の遊び場
ができる

やまの中に潜
って遊べる

道路からの見通しが良いカーブのフェンス
飛び出し事故を防止

収穫や園芸作業が
できる軒下

組み立てプール設
置にちょうど良い
大きさ

調理の様子が見える
食育空間

内外の一体利用も可能

出入りのしやす
い位置に職員用
の出入口を計画

緑ゆたかな園のファサード

50台分の駐車スペースを確保。駐車場内は一方
通行で車の出入り口と歩道を分けた安全な計画。

トイレ

洗濯室
トイレ

トイレ

トイレ

水
飲
み
場

水飲み場

洗濯室

屋外倉庫

運動会用50mトラ
ックを囲う大きさ

クラス分
けが可能 北西の縁側は熱く

なりすぎない、ほ
ふくするのに適し
たテラスの庭

道路からエントランスまで
十分な奥行きを確保した
安全な計画

屋上庭園へ

屋上庭園へ

まちから子どもの活動が見える
1階平面図 縮尺1:400

有効面積60m2
≧59.4m2(30名)

有効面積60m2
≧59.4m2(30名)

有効面積60m2
≧59.4m2(30名)

有効面積48m2
≧47.5m2(24名)

有効面積80m2
≧79.2m2(24名)

有効面積40m2
≧39.6m2(12名)

ぼうけんの森

まちから子どもたち
の様子が見える

シンボルツリー

見通しの良いカーブの
フェンス

子育て相談の
いどばたかいぎ

幼児遊戯室

みんなの庭

プール庭
運動場

ぼうけんの森

遊具の庭

子どもの畑

幼児遊戯室

屋上庭園

音楽コーナー

えほんコーナー

ほふく室

エントランス庭

運動場

ぼうけんの森

屋上庭園

運動場
幼児遊戯室 みんなの庭

木質感のデッキ
たたみ

芝生

砂場

ヒノキの家具

フローリング

シラカシ

ヤマザクラ

クヌギ

イヌシデ

防風・目隠しとなる
常緑樹、実のなる木

柿

オリーブ

シンボルツリー

モミジ
カクレミノ

アベリア

実のなる木

オモイガワザクラ

さわっても痛くない低木の生垣

ニオイヒバ

・3つの守られた中庭を中心とした構成です。同時に、建物のまわりにも園の活動を支える庭をぐるりと配置します。
・幼児の保育室は運動場を中心に、乳児の保育室はプール庭を中心に配置し、それぞれのエリアを明確に分けます。
・保育園の専用エリアと地域に開放できるエリアをセキュリティラインで明確に区画します。
・深い軒下の空間は、全天候型の外の遊び場となります。

保育室は東からの朝日が入るように、外の遊び場
所は樹木や軒が南西の日差しに適度に影をつくる
ように計画しています。太陽の移り変わりに合わ
せた居場所は、子どもが1日のリズムを持って生
活をすることができます。

7:30~8:00

9

10

12

13

14

15

1611
9:00
11:00~12:0018:00~

五感を刺激する多様な素材感を内外に配置します。

提案課題：①子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間 / ②地域に開かれた子育て支援施設 / ③保育士等職員が働きやすい環境設備 / ④地球環境への配慮 / ⑤実施手順及び工程計画(設計プロセス)

幼児遊戯室と保育室にかこまれた中庭です。

スロープや階段で立体的に回遊できます。

提案課題① 提案課題②

提案課題①②③

提案課題①

提案課題①

提案課題①

提案課題①

ふたつの庭に面した、明るく風通しのよい保育室

幼児が思い切り走り回ることのできる、守られた運動場

太陽の移り変わりに合
わせた子どもの居場所

立体的な回遊性をつくる屋上庭園

安心で快適な保育を支える平面計画 見通しの良い安全なアプローチ

多様なあそび場

地域開放できる遊戯室

提案課題①②③

・多様で可変性の
ある保育室の空間

保育室は家具や建
具で２つに仕切る
ことも可能です。
・子ども、保育士
にやさしい仕上げ

木をふんだんに使い
つつ、寝転んだり膝
をつく床は、柔らか
い素材とします。

・内外に配置された、子どもスケールの空間

子どものスケールに合わせた、小さな居場所を園の
内外につくります。やまの中に潜って遊べる「森の
ほこら」、小さな窓から外をのぞける「かんさつコ
ーナー」、囲まれた場所の「えほんコーナー」、ア
ンジュレーションのある「やまコーナー」など、子
どもたちが発見する喜びのある場所をつくります。

乳児
幼児

適度な日影の遊び場

かんさつコーナー えほんコーナー やまコーナー

朝日の入る保育室朝の合同保育
夜の少人数保育

森のほこら

限られたエリアのみでも保育が可能



運動場 職員室保育室 エントランス

子ども、保護者、保育士、
職員や地域、役所の方々と
積極的に意見交換する場を
提案します。

非常時に備えた防災計画

合理的な構造計画

設備計画
・エントランスに園のシンボルツリーを設置
・小山市の花であるオモイガワザクラなどを検討します。
・建物とともに記憶に残る風景をつくります。

園舎と園庭で、食育の学びを
支えます。

県産材のスギを積極的に使用し、環境に配慮した架構とします。
必要な空間に応じて梁せいを変化させ、施工性に配慮した合理的な
計画をします。また、地震や風などの外力に対しては、耐震性能に
優れた鉄筋コンクリート構造の壁を採用し、安全性を確保します。

ナツミカン カキオリーブ

・遊戯室や運動場は、災害
時に近隣の小さな防災拠点
としての利用を想定します。

・非常時の備えを保管する
備蓄倉庫を設置します。

・子どもの畑で自家栽培され
た作物を収穫し、調理、配
膳、食事までの一連の流れ
を園児が体験できる仕組み
を整えます。

子どもと先生に優しい仕上げ ・経験豊富な、安心できるチーム体制
子どもたちがのびのびと、健やかに毎日を過ごすためには
①創造的な豊かさと、②安心・安全性の、いずれもを兼ね
備えた空間の実現が大切だと考えます。①②を補い合う設
計JV、長年数多くの公共建築を共に設計してきた各協力事
務所、小山市に支社をもつチームそれぞれが互いに密な連
携をとり、協調しながら、柔軟・スムーズにプロジェクト
を遂行します。

令和6年(2024年)
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

WS
★

52
1 8 13 16 20
19

乳児室
(0歳児)

ほふく室
(1歳児)

幼児遊戯室

保育室
(3歳児)

保育室
(4歳児)

保育室
(5歳児)

倉庫

保育室
(2歳児)

職員室

調理室

プール庭

備蓄倉庫備蓄倉庫
防災拠点

一時
避難

過去事例A 過去事例B 過去事例C 過去事例D

・丁寧な調査とヒアリングに基づいた設計
本提案書の作成にあたり、計画地とその周辺の見学を提
案の基礎としています。既存の間々田北保育所の内部見学
やヒアリングについても、施設管理者のご協力をいただ
き、実施いたしました。基本設計においては、敷地内の
より詳細な調査はもちろん、より丁寧に周辺地域の調査
を行い、小山市の風土にあった保育所を設計します。また
見学調査だけでなく、図面やデータによる分析も行い、計
画に活かします。

保育園

老人ホーム

間々田八幡公園

ランドスケープ

遊具の庭
みんなの庭

ぼうけんの森

サービス庭

プール庭

乳児の庭子どもの畑

運動場

屋上庭園

シンボルツリー

小山市の自然環境や敷地の特性を計画に取り込みます。高気密・高断熱な外皮計画や中庭
を利用した通風確保、軒がつくる日影空間などは空調を使わないですむ期間を最大化しま
す。空調設備は高効率分散型空冷ヒートポンプとし、省エネ性能を確保しつつメンテナン
スとイニシャルコストの最小化を図ります。冬期には最小限の暖房で快適に過ごせるよう
、床暖房を計画します。

・将来のNearly ZEB化を想定し、
太陽光発電の設置場所を確保。・屋上庭園の設置エリアは

二重屋根により日射遮蔽します。

・屋内消火栓用発電機を
火災時以外には非常用コン
セントに送電可能とし、
BCP対策にも配慮します。

小梁 105x240

ベタ基礎
スラブ(RC)t=200

壁(RC耐震壁):
t=180柱:105x105

柱梁は県産材のスギを利用。

小梁 105x360
小梁 105x210

架構ダイヤグラム
木＋RCの混構造

・設計過程を透明化し、
地域に愛される保育園をつくります。
設計の過程では、大きな模型やイメージ図等を通して、具
体的なイメージを共有します。設計段階から、子育て支援
事業者との連携企画等を発案し、積極的に、楽しみなが
ら愛着のある保育園をみなさんとつくります。

子育て支援時業と連携事例

・便所洗浄水、散水利用・井水利用ヒートポンプ利用を検討します。
井戸

安全で使いやすい設え

・園内で起き得る事故を未
然に防げるように安全性の
高い建具や納まりを使用し
ます。

ソフトクローズ

手すり等のR加工 国産ヒノキの子供家具 ・子どもの手が触れる家具
や備品の詳細に配慮します。
手を挟みにくいインセット
開戸やかかとが引っかかり
にくい台輪を用います。手を挟みにくい開戸 落下防止

災害時

・それぞれの庭の特徴が際立つ植栽計画
・ぼうけんの森→防風、目隠しの常緑樹として市の木であ
るシラカシ、クヌギやヤマザクラ、イヌシデを植樹します。
木の枝や大きく特徴的な葉っぱ、どんぐりなどは園での
工作に利用し自然への親しみを育める場をつくります。
・運動場→自動灌水設備＋天然芝を検討します。
・乳児の庭→日陰に強いモミジ、カクレミノを植えます。

・管理手間の少ない植栽を園の外周に配置
・駐車場にも死角を作らないように考慮しながら、低木
や生垣を植え、緑化をします。

実施手順及び
工程計画(設計プロセス)

大きな模型を用いたWS実例

施工者
選定

定例会議(月1,2回実施)
基本設計(4.5ヶ月) 実施設計(5.5ヶ月)

WS
★

WS
★

WS
★

・計画実績や類似施設の研究

提案課題：①子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間 / ②地域に開かれた子育て支援施設 / ③保育士等職員が働きやすい環境設備 / ④地球環境への配慮 / ⑤実施手順及び工程計画(設計プロセス)

周辺地域、教育施設などとの連携事例

壁：国産の木材を利用し、
温かみや香りを五感で感じ
られる仕上げとします。

照明：体内リズムがつくり
やすいように照明は色温度
調整できる仕様とします。

天井：子どもたちの声を中心とした高音域を
吸音する天井材を用います。保育士の声が届
きやすい、音環境を整えます。

床：滑りにくく、メンテナンスしやすいフローリングを
提案します。ワックスは自然塗料を用います。ひざを着く
乳児が利用する場所はビニール床＋アンダーレイの仕様。

プロポ案の説明。子
どもや保育士へのヒ
アリング。どんな場
所があったら良い？

① キックオフ
。

②
やりたいことを決め
ていく。子育て支援
の実態把握やイベン
トへの参加を行う。

プロポ案の説明。子
どもや保育士へのヒ
アリング。どんな場
所があったら良い？

① キックオフ 類似研究・見学会
地域イベントを開催
。保育園ができる前
から活動が地域に共
有される。

まちになじむ
子供や保護者が望む
さん保育園のあり方
は？運営方法は？ど
んなことができる？

子どもと考える③ ④

④③②①

代表的なワークショップの例

小山市担当部局 保護者間々田北保育所/網戸保育所 町内会

構造主任 電気設備主任 機械設備主任

積算担当外構主任
設計チーム

教育関係者

業務主任/建築主任 照査技術者

施工アドバイザー

通常打ち合わせ 豊富なワークショップの
経験を活かした連携

協働経験を活かす

常に情報を共有できる体制

工期の短縮とコスト削減の提案とし
て、型枠を残置し、そのまま「仕上
げ」に活かす計画とします。上部構
造を軽量な木造とすることで、基礎
への負担を最小限にした直接基礎
（べた基礎）とします。

解析モデル 長期変形図(屋根)

子ども・保育士

栃木に支社を
持つ設計チーム

タタミ

フローリング

木製建具

照明
吸音天井材

間々田北保育所 訪問時のメモ

郵便局

東北・山形新幹線

計画敷地

豊富な公共施設の設計経験 豊富な子ども施設の設計経験

設計チームは、特定こども・子育て支援施設や公共物件の
設計経験を活かし、より良い設計を目指します。

・遊具の庭は陽当たりが良
いため、オリーブ、サクラン
ボ、カキなど実のなる植栽
を植え、景観とともに庭を
彩ます。

網戸保育所

間々田北保育所

22

17 18
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20

21
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24

提案課題①②③ 提案課題①

提案課題①②③④

提案課題①④

提案課題①④

提案課題①③

提案課題①③

提案課題⑤
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